
区分 単位 1単位

科目名 時間数 30時間

講師名 履修学年 1年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義・演習

5 演習

6 演習

7 講義

8 講義

9 演習

10 演習

感染経路への対策（滅菌物の取り扱い・針刺し事故防止及び対策・切創・血液暴露

事故防止）

12 滅菌物の取り扱い 講義・演習

13 講義

14 講義・演習

15 講義・試験

使用教科書・教材・参考書

新体系　看護学全書　基礎看護技術Ⅰ　基礎看護学②　メヂカルフレンド社

看護技術プラクティス　学研

成績評価の方法

筆記試験100％

（1～6回　40点　7～10回　30点　11～15回　30点）

備考

7.8回の講義は合同。その他は全て各クラスでの講義

11 講義

安全確保の技術（転倒転落防止・放射線被爆・薬物曝露の防止）

まとめ/試験

衛生的手洗い・擦式アルコール製剤

個人防護用具の選択・着脱

安全管理の技術(患者誤認防止・誤薬防止）

感染予防の技術（感染と感染予防策の基礎知識・感染予防における看護師の責務と

役割・感染源への対策）

感染経路の対策（手洗い・個人防護用具の使用法）隔離法及び感染源の拡散防止

看護とコミュニケーション

医療における信頼関係とコミュニケーション

ロールプレイング①

コミュニケーションとは

対象の健康の回復・増進への看護をするうえで必要な基礎的要素、対象との関わり方（コミュニ

ケーション）と医療現場における安全で安楽な看護を提供する技術と知識、態度を習得する。

看護場面に共通する基本技術について知識・技術・態度を身につける。

授業内容

ロールプレイング②

専門分野

基礎看護技術Ⅰ

専任教員

学習内容

看護技術とはなにか


